
「ふくよか」の由来   
医療人として患者さんに寄り添った会話が
自然と出てくるような能力を付けて欲しいとの
願いが込められています。 
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　今回の表紙は、白雲黄菅（ハクウンキスゲ）です。６月～８月にかけて咲くワスレグサ科の多年草で、日本では対馬
のみに自生しており、開花すると夕方にはしぼんでしまう１日花です。鮮やかなだいだい色の花で初夏の訪れを感じる
ことができますが、皆様はどんな時に夏を感じますか?わたしは店頭に並んでいるとうもろこしを見たときです。［S.O］ 
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（日本人居留地）を置いて交流の拠点としていました。
　新上五島町には、遣唐使ゆかりの史跡がいくつかあり、遣
唐使船が三日間滞在したことに由来する三日ノ浦の周辺には
帆の修理をしたとされる錦帆瀬、遣唐使が航海安全を祈願し
たという御船様（町文化財）などがあります。五島市の堂崎教
会（県文化財）は、この地域のキリスト教布教の中心に建てら
れたもので、1566年のポルトガルのアルメイダ修道士などの
布教があったものの弾圧などで一旦衰え、1873年のキリスト
教禁教の高札撤去後、マルマン、ペルーの2人のフランス人宣
教師の活躍により、この地に孤児院などの社会奉仕施設や修
道院を初めて設置するなど、懸命な布教活動にあたりました。
　また、わが国最初の国立公園として90年前に指定された
雲仙国立公園の雲仙は、明治から昭和初期にかけて上海航
路などによる外国人避暑地として賑わいました。雲仙観光ホ
テル（国文化財）は訪日外国人誘致のために建設されたもの
です。
　今年は、大村の長崎空港が1975年の開港から50年を迎
えました。西の国際空港として誕生した海上空港は、現在国
内9路線、国際3路線が就航。本県の重要な交通拠点として
役割を担っており、新たな時代の国際交流の懸け橋になるこ
とを期待されています。
　さて、最後に心に残った一言、余命3か月と診断されていた
フレデリック・パウシュ氏（カーネギーメロン大学教授）の最後
の授業の一言、「配られたカード（人生）を変えることはできま
せん。（配られたカードはどうであれ）そのカードでどうゲームを
進めるかです。」皆さんは配られたカードをどのように使われて
いますか。

　先日、久しぶりに平戸市の潜伏キリシタンの聖なる山「安満
岳（標高534m、世界文化遺産）」に登りました。山頂西面の
断崖は展望絶景で、そばへ行くと断崖の底へ引き込まれそう
になります。また、山頂の白山比賣神社に至る自然石を積んだ
参道は聖域の厳かな雰囲気に包まれていました。また参拝を
終えた帰りに鄭成功（平戸市が生誕地）記念館に寄ると、
2016年に当地を訪れた現台湾総統の写真がありました。
　長崎は古くから海外との交流が盛んで、本県の2つの世界
文化遺産「明治日本の産業革命遺産」「長崎と天草地方の潜
伏キリシタン関連遺産」も外国から受入れたもの（キリスト教
の伝来、西洋の知識と技術の導入）を源流に形成されていま
す。そのほか県内には今でも国際交流の証として独特の文化
遺産が受け継がれています。今回はそのいくつかを訪ねてみ
たいと思います。
　海外の文献で初めて県内の地名が出てくるのは、中国の歴
史書である『魏志』倭人伝に記された壱岐と対馬です。壱岐市
の原の辻遺跡（国文化財）は弥生時代の環濠集落で、『魏志』
倭人伝の「一支国」の王都に特定された遺跡です。発掘調査
では日本最古の船着き場の跡や当時の交易と交流によって
栄えていた住居跡が確認され、日本唯一の人面石やココヤシ
で作った笛なども発見されています。対馬藩の政庁とともに朝
鮮外交の場となった金石城（国文化財）には、朝鮮通信使を
迎えた庭の中央に池を配する立派な庭園があります。日本が
朝鮮半島と最も
密接になったの
は江戸時代の朝
鮮国からの通信
使によってであ
り、対馬藩主の宗
氏は朝鮮（釜山
広域市）に倭館
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